
第２学年 数学科学習指導案〈少人数指導〉

日 時 平成１８年１２月１日（金）５校時
生 徒 男子８名 女子５名 計１３名

（２年Ａ組 ゆっくりコース）
場 所 ２年少人数教室
指導者 軽米中学校 教諭 岩崎 幸枝

１ 単元名 「確率」

２ 単元について

（１）教材について
確率の指導は、社会現象の究明、情報社会への対応という必要性からくるものである。自然
現象や社会現象に多くある、不確定な事象の考察においては、それらの事象の起こる程度に着
目し、それを確率という形で把握し表現することが有効である。
小学校において、確率に関係する内容としては、第３学年で 「資料や表やグラフで表した、
り、よんだりする 、第４学年で 「資料を集め、分類したり、特徴を調べたりする 、第５学」 、 」
、「 、 」 、年で 百分率の意味について理解しそれを用いることができる 資料を分類整理する など

資料を分類整理することや確定的な事象の割合を表すものとしての百分率を学習している。
、 、 、 、確率という用語は 降水確率 当選確率など 生徒にとってなじみのあることばであるため

本単元は生徒たちが興味や関心をもって主体的に追求していくことのできる単元であると考え
る。しかし、私たちの身の周りの情報や資料を利用する、あるいはその資料にどの程度の不確
定な要素が含まれているかを判断しなければならない。そしてこの判断はほとんどの場合、こ
れまでの経験や直感によってある程度解決可能であるが、これに客観的な根拠を与え、より確
実なものにする「確からしさ」という概念はなかなか理解しづらいと思われる。
この単元では、まず、偶然に左右され、必ず起きるかどうかわからない事象について、多数

回の試行を繰り返すときのあることがらの起こりやすさの安定性に着目させ、事象の起こりや
すさを１つの数値としてとらえるという基本的なことを理解させる。そして、起こりやすさが
同様に確からしいとき、多数回の試行を繰り返し行わなくても数学的な処理を行い確率が求め
られることを理解させ、確率的な見方、考え方の基礎を培わせたい。そのとき、起こり得る場
合の数については、樹形図を使うことなどによって、能率的に順序よく整理して調べる能力を
育てたい。このような問題を追求していくことで、正しい確率の概念を形成させることや、数
学的な見方・考え方をのばすことが可能であると考える。以上のことから、本単元は、数学を
学ぶ楽しさを味わわせ、かつ、数学的な見方や考え方を高めるために大変有効な教材であると
いえる。

（２）生徒について
１年生の頃は一斉授業であったが、２年生になってからは少人数指導を取り入れている。最

初は学級を名簿順で２つにクラス分けしていたが、一次関数からは習熟度別にゆっくりコース
とどんどんコースに分けている。本時はゆっくりコースの生徒で授業を行う。

、 、２年Ａ組ゆっくりコースの生徒は全体的に明るく元気がよく 授業にむかう姿勢が前向きで
授業の内容をわかりたいという気持ちをもってのぞんでいる生徒が多い。人数が１３名と少な
いこともあり、質問に対する反応がよく、理解できたかできていないかを判断しやすい。基本
的な計算問題はほぼ身に付いているが、少し複雑になった問題になるとよく考えずにあきらめ
てしまう生徒が多い。
本単元では実際に多数回の試行を繰り返し行わせる場面を取り入れるなど、学習内容にまず

興味・関心をもたせていくことにより、いろいろな場面を思考することの楽しさを感じとり、
複雑な問題にも対応していけるようにしていきたい。

（３）指導にあたって
数学的な見方や考え方が十分身に付いていないため、基本的な問題は解決できても、応用的

な問題を解決することができない生徒が多いと考えられる。また、本単元は数学的な見方や考
え方を高めるために大変有効な教材であるといえるので、ここでは数学的な見方や考え方を高
めることに重点をおいて指導にあたっていきたい。
確率を求める場面で、実際に多数回の試行を繰り返し行い、結果から確率を考えることによ

って「同様に確からしい」ことの意味をしっかりと理解させ、確率の正しい考え方について考
えを深めさせたい。また、起こりやすさが「同様に確からしい」とき、多数回の試行を繰り返
し行わなくても数学的な処理を行い確率が求められることを理解させ、確率的な見方、考え方

。 、 、の基礎を培わせたい その上で 場合の数をもとにして確率をとらえることのよさに気づかせ
起こりうる場合をすべて数えあげるための方法を自ら考えさせることにより、いろいろな確率
を求める場面で応用できる力をつけさせていきたい。



３ 単元の目標及び評価規準

（１）単元の目標
具体的な事象についての観察や実験を通して、確率について理解できるようにする。
・起こりうる場合を順序よく整理することができるようにする。
・確率の意味を理解し、簡単な確率を求めることができるようにする。

（２）評価規準

ア 数学への関心・意 イ 数学的な見方や ウ 数学的な表現・ エ 数量、図形など
欲・態度 考え方 処理 についての知識

・理解

・物の並べ方など起こ ・物の並べ方など、 ・樹形図や二次元の ・樹形図や二次元の
り得る場合に関心を 起こり得る場合を 表などを利用して 表などの意味やそ、
もち、それを順序よ 順序よく整理して 場合の数を順序よ の用い方を理解し
く整理して調べよう 考察することがで く整理したりする ている。
とする。 きる。 ことができる。 ・確率は事象の起こ
・さいころの目の出方 ・事象の起こり得る ・簡単な場合につい る程度を表すのに
など不確定な事象に 程度を、多数回の て確率を求めたり 用いられることを、
関心をもち、観察や 試行によってその その求め方を説明 理解している。
実験を通して、その 事象が起こる回数 したりすることが ・ 同様に確からし「
事象の起こる程度を の割合に着目した できる。 い」ことの意味を
その数で表そうとし り 「同様に確か 理解している。、
たり、それを用いて らしい」ことを用 ・簡単な場合につい
調べようとしたりす いたりして考察す て確率を求める方

。る。 ることができる。 法を理解している

４ 指導と評価の計画

目 標 評価規準 具体の評価規準 努力を要する状況の生
Ａ Ｂ 徒への手だて

○場合の数から計算 【数学への関心・意欲
によって確率を求め ・態度】
る方法を理解し、簡 ・不確定な事象に関心 ・多数の試行回数によ ・多数の試行回数によ ・予想を立てさせたり

第 単な場合や、場合の をもち、観察や実験を りその事象の起こる割 りその事象の起こる割 具体例を示したりしな
、 。２ 数を表や樹形図から 通して、その事象の起 合を積極的に調べよう 合を調べようとしてい がら 意欲を喚起する

次 求めるなどして、確 こる回数の割合を調べ としている。 る。
率を計算することが ようとする。
できる。 ・起こり得る場合を、 ・起こり得る場合の数 ・ある事象の起こり得 ・具体的な事象を示

、 。確 ○確率ｐの範囲が 順序よく整理して調べ を，見通しをもって能 る場合に関心をもち， し 予想を立てさせる
率 ０≦ｐ≦１であるこ ようとする。 率的に調べようとす それを順序よく整理し
の とを理解する。 る。 て調べようとする。
求 【数学的な見方や考え
め 方】
方 ・起こり得る場合の数 ・起こり得る場合の数 ・起こり得る場合を， ・観察や実験を取り入

を樹形図や表などを用 を，正確かつ能率的に 順序よく整理して考察 れ、起こり得る場合を
いて順序よく整理し、 数え上げる方法を見い することができる。 もれなくあげさせる。

３ 考察することができ だし，考察することが
時 る。 できる。
間 ・起こり得る程度を ・起こり得る程度が ・起こり得る程度を， ・他の生徒の気づいた

「同様に確からしい」 「同様に確からしい」 多数回の試行を行って ことや考えたことを紹
ことに着目して考察す ことを確認し、計算に その事象が起こる割合 介し、考えさせる。
ることができる。 よって求める方法を考 に着目したり，｢同様

えることができる。 に確からしい｣ことを
用いたりして考察する
ことができる。

・確率が０や１の場合 ・求めた確率につい ・確率が０や１の場合 ・確率が０や１の場合
の意味を考察すること て，その値の意味など の意味を考察すること の具体的な事象を示し
ができる。 を，具体例にもどって ができる。 て考えさせる。

考察することができ
る。

【 】数学的な表現・処理
・樹形図や表などを用 ・起こり得る場合の数 ・樹形図や表をかくこ ・起こり得る場合をい
いて起こり得るすべて の求め方を，見通しを とによって，起こり得 くつか具体的に上げな



の場合を数えあげるこ もち，場面に応じて方 るすべての場合を求め がら求めさせる。
とができる。 法を判断するなど，能 ることができる。

率的に行うことができ
る。

・簡単な場合について ・観察，実験やデータ ・簡単な事象の確率を ・図や表に表して求め
確率を求めたり，その の処理を的確に行った 求めたり，その求め方 ることの説明をしなが
求め方を説明したりす り 「同様に確からし を説明したりすること ら、起こり得るすべて，
ることができる。 い」ことを適切に用い ができる。 の場合を書き出し確率

たりして，確率を正確 を求めさせる。
に求めることができ，
その求め方を説明する
ことができる。

【数量・図形などにつ
いての知識・理解】
「 」 「 」 「 」・ 同様に確からしい ・ 同様に確からしい ・確率，同様に確から ・ 同様に確からしい
という意味を理解して ことを具体例をあげて しいなどの意味を理解 とはいえない具体例を
いる。 説明することができ している。 あげ、理解させる。

る。
・確率の求め方を理解 ・計算を用いて確率を ・簡単な場合につい ・起こり得る全ての場
している。 求めることができるの て，確率を求める方法 合を数えあげ、確率の

は 「同様に確からし を理解している。 求め方の手順を丁寧に、
い」ことがいえる場合 確認させる。
であることを理解して
いる。

・樹形図や表などの利 ・樹形図や表などを場 ・樹形図や表の意味や ・樹形図や表の利用の
用のしかたを理解して 面に応じて利用するな 利用のしかたを理解し 仕方を丁寧に説明し、
いる。 ど，場合の数を求める ている。 理解させる。

方法の効果的な利用の
しかたを理解してい
る。

・確率が１や０の場合 ・事象によって確率が ・事象によって確率が ・確率が０や１になる
の意味を理解し，確率 １の場合や０の場合、 １の場合や０の場合、 場合の具体例をあげ、
は０から１までの数で ０と１との間にしかな ０と１との間にしかな 理解させる。
表されることを理解し いことを説明すること いことを理解してい
ている。 ができる。 る。

５ 本時の指導について

（１）本時の目標
・事象の起こりうる程度を、多数回の試行から、その事象が起こる割合に着目したり 「同様、
に確からしい」ことを用いたりして考察できる 〔数学的な見方や考え方〕。
・ 同様に確からしい」ことを適切に用いて、確率を正確に求めることができる。「
〔数学的な表現・処理〕

（２）展開

段 時 学習内容と主な学習活動 指導上の留意点
階 間 （◎評価の観点及び評価の方法）

１．コインを使った事例を紹介する。 ・サッカーの試合開始前の場面（コイントス）
導 を提示する。

２．問題をよむ。
入

３．事象を把握し、答を求めようとす ・()の回答状況を把握する。できない生徒に1
る。 は出方が何通りあるかを気づかせる。

100円硬貨を投げるとき、次の場合

の起こる確率を考えよう。

、(1)１枚の硬貨を１回投げたとき

表が出る確率

、(2)２枚の硬貨を１回投げたとき

２枚とも表が出る確率



４．()の事象について、確率の求め1
方に沿った発表を通して、答の確認
をする。

５．()の事象について、答が一様で ・起こりうる場合が、３通りあるいは４通り2
ないと思われるので このことから となることを焦点化したい。、 、
課題を設定する。 ※多数決とならないようにすること。
・予想される回答例

・話し合いを通して、必然性のある課題設定と
など したい。10

分
課題
起こり得るすべての場合をどのように挙げたらよいか探ってみよう。

６．実験により出方を確かめる ・実験と記録のしかたを説明する。
展 ・２枚とも表はほぼ ・結果の補正のために 年生で行った実験結果0.25 3

・１枚が表、１枚が裏はほぼ も提示する。0.5
0.25開 ・２枚とも裏はほぼ

７．実験結果から各自がすべての起こ ・自力で考えさせる時間を確保し、自らの考え
りうる場合のあげ方を考察する。 をもたせたい。
・２枚の硬貨をＡ、Ｂと区別するとい ・その後、全体で検討する時間を確保する。
い。
・表に表してみるといい。 ◎考起こり得る場合を、順序よく整理して考
・図にするといい。 察することができる。
・硬貨１枚ずつ表裏があるのだから、 〈Ａと判定する状況〉
表裏１枚ずつというのは１通りでは 起こり得る場合の数を、正確かつ能率的
ない。など に数え上げることを考察することができる。

（手だて）
枚の 円硬貨を発行された年度によっ2 100

て区別して考えさせ、起こり得る場合をもれ
なくあげさせる。

８．生徒の発表をもとに、起こり得る ・手順を確認しながら、確率を求めさせ、まと
すべての場合を調べる方法や考え方 めとしての実感をもたせたい。
をまとめる。 ・表や樹形図をとり上げ、全員で書いてみる。

起こり得るすべての場合は表や樹形図を書いて考えるとよい。

９．定着問題をやる。 ◎表簡単な事象の確率を求めたり、その求め方
を説明したりすることができる。
〈Ａと判定する状況〉
観察、実験やデータの処理を的確に行った
り 「同様に確からしい」ことを適切に用い35 、
たりして、確率を正確に求めることができ、

分 その求め方を説明することができる。
（手だて）

・答え 図や表に表して求めることの説明を受けな
がら、起こり得るすべての場合を書き出し、
確率を求めさせる。

ま ．学んだことをまとめる （発表） ・２，３名に発表させ、その中から見方や考え5 10 。
と 方をおさえたい。
め 分 ．次時の予告11

３枚の100円硬貨を１回投げたと

き、３枚とも表が出る確率を求め

なさい。

4
1

3
1
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8
1



（３）具体の評価規準

Ａ Ｂ 努力を要する状況の生徒への手だて

起こり得る場合の 起こり得る場合 ２枚の１００円硬貨を区別して考え・ ・ ・
数学的な見 数を，正確かつ能 を，順序よく整 させ、起こり得る場合をもれなくあ
方や考え方 率的に数え上げる 理して考察する げさせる。

方法を見いだし， ことができる。
考察することがで
きる。

起こり得る場合の 樹形図や表をか 起こり得る場合をいくつか具体的に・ ・ ・
数学的な 数の求め方を，見 くことによって 上げながら求めさせる。，
表現・処理 通しをもち，場面 起こり得るすべ

に応じて方法を判 ての場合を求め
。断するなど，能率 ることができる

的に行うことがで
きる。



（板書計画）

〈黒板〉

〈練習〉
Ｑ 円硬貨を投げるとき、次の場 〈考察１〉結果からわかること Ａ Ｂ ３枚の 円硬貨を１回投げたと100 100
合の起こる確率を考えよう。 き、３枚とも表が出る確率を求めなA B

・２枚とも表の割合がほぼ 表 表 ○ ○ さい。0.25 ｵ(ｵ ｵ),
ｵ()１枚の硬貨を ()２枚の硬貨を投 ・２枚とも表と２枚とも裏の割合がほ 表 裏1 2

ｳ(ｵ ｳ) ｵ（ｵ ｵ ｵ）１回投げたとき、 げたとき、２枚と とんど同じ 裏 表 , , ,A B C
ｵ表が出る確率 も表 が出る確率 ・１枚表、１枚裏の割合だけが多くほ 裏 裏 表 表 表

ｵ(ｳ ｵ) ｳ（ｵ ｵ ｳ）ぼ 表 表 裏0.5 , , ,
ｳ ｵ・ 表 裏 表

ｳ(ｳ ｳ) ｵ（ｵ ｳ ｵ）・ 表 裏 裏A, , , ,
樹形図 ｳ裏 表 表

ｳ（ｵ ｳ ｳ）, A, , ,〈考察２〉すべての場合を挙げるにはど 裏 表 裏
のようにすればよいか。 裏 裏 表

ｵ（ｳ ｵ ｵ）〈課題〉 〈まとめ〉 裏 裏 裏 , ,
ｵ・表であらわす。

ｳ（ｳ ｵ ｳ）起こり得るすべての場合をどのように ・２つの硬貨を区別して考える。 起こり得るすべての場合は表や樹形図 , ,
ｳ挙げたらよいか探ってみよう。 ・ を書いて考えるとよい。

ｵ (ｳｳｵ)A,
ｳ
ｳ (ｳｳｳ)

〈ホワイトボード〉

調べた回数は全員で（ ）回
〈実験結果〉

①２枚とも表 ②１枚表 ③２枚とも裏
①２枚とも表 ②１枚表 ③２枚とも裏 １枚裏

１枚裏
出る回数

割 合

（割合）＝（出た回数）÷（全体の回数）
（３年生の結果） 全員で３２６１回

①２枚とも表 ②１枚表 ③２枚とも裏
１枚裏

（３年生の実験の様子） 出る回数 ８１９ １６０５ ８３７

割 合 ０．２５ ０．４９ ０．２６
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２年数学 ６章・確率 確率の求め方 組 番 氏名

2006.12.1

１００円硬貨を投げるとき、次の場合の起こる確率を考えよう。Ｑ
（１）１枚の硬貨を１回投げたとき、 （２）２枚の硬貨を１回投げたとき、

表が出る確率 ２枚とも表が出る確率

＜課題＞

＜実験＞ ２枚の硬貨を１回投げたときの表裏の出方を実験によって確かめよう。

（１）２枚の硬貨を投げる実験を５分間行い、表裏の出方を作業シートに記録しよう。

（２）各自、それぞれの出方の回数を集計しよう。

（３）全員分を集計し、それぞれの出方の割合を求めて、下の表に記録しよう。

【 調べた回数はコース全員で 回 】

① ２枚とも表 ②１枚は表、１枚は裏 ③ ２枚とも裏

出た回数

割 合

＜考察１＞ 実験結果から、わかることはどんなことでしょうか。

＜考察２＞ すべての起こり得る場合をあげるには、どのようにすればよいですか。



＜まとめ＞

＜練習＞ ３枚の１００円硬貨を１回投げたとき、３枚とも表が出る確率を求めなさい。

≪分かったこと・大切だと思ったこと≫



2006.12.1６章・確率 確率の求め方 作業シート 組 番 氏名

２枚の硬貨を投げたとき、それぞれの出方の回数を『正（ただしい 』の漢字を利用して記録していこう。）

＜実験の結果＞① ２枚とも表 ② １枚は表、１枚は裏 ③ ２枚とも裏

出 方 回 数

20 20 20

①２枚
とも
表40 40 40

②１枚
は表、60 60 60

１枚
は裏80 80 80

③２枚
とも100 100 100

裏

120 120 120
合計
実験
回数

140 140 140
① ② ③+ +

160 160 160

180 180 180

200 200 200


